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22-3 8 Ⅱ 

研
究
名 

非破壊検査のための
非接触音響探査法に
ついての研究開発 

桐蔭横浜
大学 
教授 

杉本 恒美 

59,320 

実用化に向け
て引き続き開発を
進める必要がある
ものの、コンクリー
ト構造物のうき等
に対する非接触
音響探査法の適
用性について開
発装置による実構
造物等の計測を
通じて確認できた
ことの意義は大き
く、研究目的は概
ね達成され、研究
成果があったと評
価する。 

1.打音に代わる音響探査法の
開発を目指したもので、将来
的な実用化が見込まれる研
究である。当初の研究目的は
概ね達成され、十分な研究
成果が得られている。 

2.実用化に近い成果が得られ
ていると考えられるため、さら
なる精度向上に向けて引き
続き実構造物でのデータを
蓄積すると共に、フィードバ
ックによる改良を継続して頂
きたい。 

3.外的環境変化に対するロバ
スト性や可搬性等にも力点を
置き、実用化に向けた研究を
引き続き推進されることを期
待する。 

Ｂ 

概 

要 

打音法では点検作業に

足場や高所作業車が必要

となるような場所、例え

ば、トンネルや橋梁にお

ける打音法の代替となる

ような手法を実現するた

め、強い音響振動を発生

する長距離音響発生装置

（LRAD）と高感度のスキ

ャニング振動計（SLDV）

を組み合わせた非破壊検

査のための遠距離非接触

音響探査法を研究目的と

して、その基本特性およ

び適用条件等を明らかに

するためにコンクリート

供試体および実構造物で

の探査実験を実施する研

究開発。 

22-4 8 Ⅱ 

研
究
名 

新たな超高周波電磁波を

用いた道路構造物欠陥診

断の研究開発 

東北大学

大学院 

教授 

小山 裕 

71,730 

テラヘルツ波を

利用した非破壊検

査技術の実用化に

向けて、多様な欠陥

を模擬した供試体

に対してテラヘルツ

波を用いて測定し

その適用限界を明

らかにしているもの

の、実用化の見通し

が得られたとは言え

ないことから、研究

成果は一部に留ま

ったと評価する。 

1.個々の欠陥に対する研究内容は

基本的に評価できるが、それぞ

れの実用化に対する技術的課題

整理と方向性が明らかにされて

いない。 

2.実大の構造物とまでとは言わなく

ても、現場の様々な条件をもっと

室内で検証することが必要では

ないか。 

3.コンクリート中の鉄筋の腐食状況

の確認に対してはその適用性が

高いという結果は得られなかっ

たものの、鋼構造物も含め適用

可能なものもあり、その発展が期

待される。 

4.今後、個々の欠陥に応じて得ら

れる情報やその精度評価から、

欠陥の種類に応じた実用化可能

性評価、技術的課題整理があれ

ば、応用・実用化に向けた方向

性や実用分野の取捨選択が出

来る。 

Ｃ 

概 

要 

道路構造物の安全性向

上を実現するため、超高

周波電磁波を用いた新方

式による道路構造物欠陥

の非破壊検査方法の適用

可能性と適用限界を調査

することを研究目的とし

て、各種コンクリート埋設

構造物欠陥供試体を作成

してテラヘルツイメージン

グを実施する研究開発。 
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※ 事後評価の基準：A: 研究目的は達成され、十分な研究成果があった B：研究目的は概ね達成され、研究成果があった 
C: 研究成果は一部に留まった D：研究成果があったとは言い難い 
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